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【目 的】 群馬大学では,本年 3月 16日より重粒子線
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【目 的】 群馬大学・重粒子線医学センターでは当初の
予定通り, 2010年 3月 16日第 1例目となる前立腺癌症
例に治療を開始し, 2010年 5月末までに計 12例の前立
腺癌症例に対して治療を終了した.この 12例の治療経
過瓦概要と,センターの現況について報告する.【対
象・結果】 症例は平均年齢 67.5歳 (59-75),臨床病期?
期 6例, ?期 6例, Gleason Score 7が 7例, 9が 5例で
あった.全例に 4週間 16回照射で総線量 57.6GyEの重
粒子線治療を行った.治療経過中, 12例中 7例に Grade
 
1-2の早期反応が認められたのみで経過は順調である.
【結 語】 12例の前立腺癌症例に対し,順調に重粒子線
治療を施行した. 2010年 6月以降は先進医療としての認
可を受け,前立腺癌症例以外の症例も含め順調に治療経
験を重ねている.
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